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論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

・ 合成 MRI(※1)という技術を使用して、広島大学病院脳神経内科へ入院された脳梗塞

を発症して 7 日以内の患者さん（急性期脳梗塞患者）を対象に、脳のミエリン(※

2)の量（以下、エミリン量と記載）を測定しました。 

・ ミエリン量が多いほど、発症 3 ヵ月後の機能予後(※3)が良好となることが分かりま

した。 

・ 急性期脳梗塞患者さんのミエリン量を測定することは、予後予測ならびにリハビリ

の目標を決めることに役立つ可能性があります。 

 

【概要】 

・本研究では解析に必要なデータ収集ができた 101 例の急性期脳梗塞患者さんを対

象とし、ミエリン量を測定しました。その結果、ミエリン量が多いほど、発症 3 ヵ

月後の機能予後が良いことと関連することが判明しました。 
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【背景】 

・脳小血管病は急性期脳梗塞患者さんの予後に関連することが知られていますが、半

定量的な評価方法が用いられており、定量的な指標がありません。 

・脳小血管病にはミエリン量の減少も関わっていることが知られています。 

・合成 MRI という技術を用いることで、ミエリン量を測定することができます。 

ミエリン量は多発性硬化症などの脱髄疾患の評価に有用であることは報告されてい

ますが、急性期脳梗塞患者さんでの評価はほとんどされていませんでした。 
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急性期脳梗塞を発症した患者を合成 MRI で測定したところ 

脳のミエリン量が多いほど予後が良好であることが分かりました 



【研究成果の内容】 

・若年、男性、BMI 高値であることが、ミエリン量高値と関連していました。 

・脳小血管病の指標である、白質病変の程度とミエリン量は相関していることが分か

りました。 

・脳梗塞の大きさや、脳全体の大きさを加味しても、ミエリン量が増加するごとに、

3 ヵ月後の機能予後良好（modified Rankin Scale (※4)スコア 2 以下）である割合

が 2.54 倍（95%信頼区間(※5)：1.12-6.7）と関連がありました。 

・3 ヵ月後の機能予後良好となるミエリン量は 121ml 以上でした（8.35 倍）。 

・ミエリン量は従来の脳小血管病の半定量的な指標と比べて、自動測定が可能である

こと、定量化ができることが強みです。 

 

【今後の展開】 

本研究成果により、急性期脳梗塞患者さんのミエリン量を測定することが、予後の予

測に有用であることが示されました。この結果を脳梗塞後のリハビリテーションの目

標設定に役立てることができ、さらなる機能低下を防ぎ、脳梗塞後の予後を改善する

ことにつながる可能性があると考えています。 

 

【参考資料】 

A： 急性期脳梗塞病変 B：ミエリンの分布を示した画像 

 

 

【用語解説】 

合成 MRI(※1)：1 回の撮影で画像の元となる定量値を取得し、任意のコントラスト強調

像の生成や、脳容積の測定が可能な技術 

ミエリン(※2)：神経細胞の軸索のまわりを包む膜構造、神経細胞や脳細胞ではなく、グ

リア細胞で形成される。主要成分は脂質、髄鞘（ずいしょう）とも呼ば

れる 

機能予後(※3)：ある疾患や創傷を治療した際の見通し（予後）のうち、後遺症に着目し

たもの 

  



modified Rankin Scale (※4)：脳卒中患者の機能的転帰を評価するための尺度です。0

（症状なし）から 6（死亡）までの 7 段階で、患者さんの日常生活にお

ける自立度を測定します。 

95%信頼区間(※5)：母集団の真の値が 95%の確率で含まれると推定される範囲のこと

です。データのばらつきや標本サイズを考慮して計算され、推定値の精

度を示す指標として用いられます。 
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